
知財部門向け生成 AI 活用 実践研修マニ

ュアル (レベル 2'：業務適用フェーズ) 

序文：本マニュアルの目的と位置づけ 

本マニュアルは、知的財産部門の皆様が生成 AI 活用を新たなステージへと引き上

げるための実践的な指針を提供することを目的としています。多くの部門が生成 AI

の可能性を模索する「レベル 1：探索・理解フェーズ」を終え、次なるステップとして、本

マニュアルが対象とする「レベル 2'：業務適用フェーズ」への移行が戦略的に極めて

重要となります。このフェーズの核心は、セキュリティが担保された専用環境で、これ

まで活用が制限されてきた社内の秘密情報を安全に取り扱うことにあります。これに

より、AI は単なる情報検索ツールから、事業戦略と知財戦略をリアルタイムで同期さ

せ、競合の半歩先を行くための洞察を生み出す、不可欠な戦略的頭脳へと変貌を遂

げます。 

本マニュアルは、読者の皆様が実践的な知識を体系的に習得できるよう、以下の 3

部構成で設計されています。 

• 基本方針: レベル 2' フェーズの戦略的な位置づけと目指すべきゴールを定義

します。

• 具体的なユースケース: 日常業務に直結する 4 つの主要な活用事例を、プロ

ヱプト例と共に詳述します。

• 導入計画: PoC（概念実証）から全社展開までの具体的なアクションプランを提

示します。

このマニュアルを通じて、生成 AI を知財業務の本流へと統合し、部門全体の価値創

出能力を最大化するためのロードマップを明らかにしていきます。それではまず、レ

ベル 2 'フェーズの基本方針から見ていきましょう。

1. レベル 2'「業務適用フェーズ」の基本方針

戦略的背景 

レベル 2'「業務適用フェーズ」は、単に新しいツールを導入する段階ではありません。

これは、生成 AI を知財部門の「業務本流への統合」と位置づけ、PoC（概念実証）で

得られた知見を日常業務のプロセスに組み込むことで、業務のあり方と価値創出モ
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デルを根本から変革する戦略的なステップです。これまでリスク回避のために公開情

報に限定されていた活用範囲を、セキュリティが担保された環境下で秘密情報へと拡

張することにより、知財業務の質的向上を目指します。 

レベル 1 からレベル 2'への進化

レベル 1 とレベル 2'では、AI 活用のスタンスと対象情報が根本的に異なります。その

進化点を以下の表にまとめます。 

レベル 1 (探索・理解) レベル 2' (業務適用)

活用情報： 公開情報のみ 活用情報： 秘密情報活用 

基本スタンス： リスク最小化 基本スタンス： セキュリティ担保 

目指すべき価値創出領域 

生成 AI の活用は、単に「同じ仕事を速くこなす」という効率向上に留まるものではあり

ません。レベル 2'では、社内の未公開技術や戦略レポートといった秘密情報を活用

することで、これまで不可能だった「より高度な分析（高付加価値）」を実現します。 

レベル 2'の核心的使命は、この「効率化」と「高付加価値」の交差点に戦略の軸足を

移すことです。秘密情報の活用は、この領域への扉を開く鍵であり、知財部門がコス

ト削減の貢献者から、事業成長の牽引者へと役割を進化させるための強力なエンジ

ンとなります。

本セクションで定義した基本方針が、具体的にどのような業務で実現されるのか、次

章からの実践的なユースケースで詳しく解説していきます。 

2.【実践編】生成 AI を活用した主要ユースケース

本セクションは、このマニュアルの中核をなす実践編です。前章で述べたレベル 2'の

基本方針、すなわち「セキュリティ担保環境での秘密情報活用」を、具体的な業務に

落とし込むための事例集です。ここで紹介する 4 つのユースケースは、知財部門の

主要業務である「出願戦略」「競合分析」「発明創出」「契約・訴訟対応」を網羅してお

り、皆様が日々の業務において生成 AI がもたらす変革を具体的にイメージできるよう

構成されています。 

----------------------------------------------------------------------

----------  
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2.1. ユースケース①：出願戦略シミュレーション 

目的 

自社の未公開アイデアと公開特許情報を AI に組み合わせて分析させることで、従来

よりも精度の高い出願戦略を立案すること。 

プロンプト例と解説 

プロンプト例: 「以下の自社秘密技術アイデアを入力します：[秘密アイデア] こ

れに関連する公開特許群と比較し、最適な出願タイミングと国別優先度を提案

してください。」 

このプロンプトの鍵は、AI が、内部の『シーズ』（秘密アイデア）と外部の『ニーズ／脅

威』（公開特許・市場動向）を瞬時に突き合わせることで、静的な調査報告書ではな

く、ダイナミックな戦略オプションを生成するパートナーとして機能する点にあります。

「出願タイミング」や「国別優先度」といった戦略的なアウトプットを要求することが、そ

の価値を最大限に引き出します。 

期待される成果 

• 効率化:

o 外部調査会社への先行技術調査依頼にかかる時間が、従来の「2 週

間」から「即時」へと劇的に短縮されます。

• 高付加価値:

o 秘密アイデアに即したリアルな出願シナリオの策定が可能になりま

す。

o 顧客ニーズ、競合動向、技術トレンドといった多角的な情報を総合的に

考慮した、最適化戦略を導き出せます。

業務プロセスの変革 

• 従来プロセス（数週間）

1. アイデア記述書作成（1 日）

2. 外部調査会社へ依頼（1 日）

3. 先行技術調査の実施（1-2 週間）

4. 社内で出願検討会議（半日）

5. 出願戦略策定（1-2 日）
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• AI 活用プロセス（即時）

1. アイデアと関連キーワードを AI に入力

2. AI が公開特許と即時比較分析

3. 複数の出願シナリオと国別優先度を即時提案

----------------------------------------------------------------------

----------  

2.2. ユースケース②：秘密資料を含む競合分析 

目的 

社内に蓄積された秘密の調査レポートと、公開されている特許や市場ニュースを AI

に統合分析させ、競合の強み・弱みを多角的かつ精緻に評価すること。 

プロンプト例と解説 

プロンプト例: 「以下の社内調査資料を入力します：[秘密レポート] この情報と

公開データを統合分析し、A社の強み・弱みを 5年視点で評価してください。

特にサステナビリティ技術領域に注目してください。」 

このプロンプトでは、「5 年視点」や「サステナビリティ技術領域」といった具体的な分

析軸を指定することで、AI のアウトプットをより戦略的なものへと誘導します。社内レ

ポートというインサイト（洞察）と公開データというファクト（事実）を組み合わせること

が、分析の深度を飛躍的に高めます。 

期待される成果 

• 効率化:

o 複数の資料（社内レポート、特許公報、ニュース記事）の突合せと分析

にかかる作業が、「3 日」から「0.5 日」に短縮されます。

• 高付加価値:

o 公開情報だけでは得られない競合戦略の精緻化が実現します。

o 社内外の情報を統合した包括的な分析により、より具体的で実効性の

高い対抗戦略の立案が可能になります。

統合分析によるアウトプット 
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AI は、複数の情報源から相関を抽出し、以下のような「競合分析統合ダッシュボード」

を生成します。 

• インプット: 

o 社内秘密レポート 

o 公開特許情報 

o 市場ニュース 

• アウトプット（ダッシュボードの構成要素）: 

o 競合特許戦略分析: 特許ポートフォリオの強み・弱みを可視化し、自社

が攻めるべき技術領域や回避すべきリスクを明確化します。 

o 製品ロードマップ予測: 秘密情報と公開情報から競合の次期製品展開

を予測し、先手必勝の対策を講じるための時間的猶予を確保します。 

o リスク要因マップ: 事業運営における潜在的な特許侵害などのリスクを

早期に発見し、プロアクティブなリスクマネジメントを可能にします。 

o 協業・M&A 候補発見: ホワイトスペース（未開拓領域）を特定し、自社

の技術ポートフォリオを補完する戦略的提携の機会を創出します。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

2.3. ユースケース③：発明創出ワークショップ支援 

目的 

自社の秘密技術課題を起点として、AI の壁打ち能力を活用し、異業種の視点も取り

入れながら用途展開案や解決策を効率的に抽出すること。 

プロンプト例と解説 

プロンプト例: 「当社の秘密技術課題について入力します：[秘密課題の詳細] こ

の課題に対して、異業種での応用可能性を含め、新規用途案と技術的解決策を

10件提案してください。各案の新規性と実現可能性も評価してください。」 

このプロンプトのポイントは、AI に対して「異業種での応用可能性」という制約のない

発想を促し、同時に「新規性と実現可能性」という評価軸を与えることです。これによ

り、単なるアイデアの羅列ではなく、議論の質を高めるための構造化された「たたき

台」を生成させることができます。 
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期待される成果 

• 効率化: 

o アイデアの発散から収束までのプロセスが、従来の 3 倍の速さで進行

します。 

• 高付加価値: 

o 新規発明領域の発見に繋がる、予期せぬアイデアが創出されます。 

o 異分野の知識が融合されることで、自社だけでは気づけなかった盲点

領域の開拓や、特許網構築の可能性向上に繋がります。 

発想展開フローの変革 

• 従来のワークショップ（半日～1 日） 

1. 課題の説明・共有（30 分） 

2. アイデア出し・付箋作成（60 分） 

3. グルーピング・整理（30 分） 

4. アイデア評価・選定（60 分） 

• AI 活用ワークショップ（2 時間程度） 

1. 課題を AI に入力し、初期案を生成（10 分） 

2. AI 生成案をたたき台に議論を開始（40 分） 

3. 議論内容を AI に再入力し、アイデアを精緻化（10 分） 

4. 優先順位付けと次のアクションを決定（30 分） 

----------------------------------------------------------------------

----------  

2.4. ユースケース④：契約・訴訟対応シナリオ策定 

目的 

秘密の契約書情報と公開判例データを AI に統合分析させ、潜在的なリスクを診断

し、交渉で用いるべき重要論点を抽出すること。 

プロンプト例と解説 

プロンプト例: 「以下の当社秘密契約書を分析してください：[契約書内容] この

契約書と公開判例データを比較し、潜在的なリスクマップと交渉すべき重要論

点を提示してください。」 
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このユースケースの価値は、AI が「秘密契約書」という個別具体的なドキュメントと、

「公開判例データ」という膨大かつ一般的なナレッジベースを比較分析できる点にあり

ます。これにより、法務の専門家が見落としがちなリスクや、判例に基づいた有利な

交渉材料を発見できます。 

期待される成果 

• 効率化: 

o 契約書の一次チェックに要する時間が、「数日」から「数分」へと劇的に

短縮されます。 

• 高付加価値: 

o 非公開情報を含む高精度なリスク分析が可能となり、将来の紛争を未

然に防ぎます。 

o 過去の判例と契約条項を組み合わせた包括的な交渉戦略の提案によ

り、自社に有利な条件を引き出すことができます。 

アウトプットの具体例 

AI は、分析結果を以下のような分かりやすい形式で提示します。 

• リスクマップ 

o 契約書に含まれる各リスク項目（例：ソースの図にある「知財権条項欠

落」や「賠償上限額」など）を、「発生確率」と「影響度」の 2 軸でマッピン

グし、優先的に対処すべきリスクを可視化します。 

• 重点交渉論点リスト 

o 判例データや市場の標準的な契約と比較して、自社に不利、または不

明確な条項をリストアップします。 

1. 知的財産権条項: 共同開発成果の権利帰属が不明確である

点を指摘。 

2. 賠償責任上限: 市場平均と比較して自社に不利な設定になっ

ている可能性を警告。 

3. 秘密保持期間: 競合他社の標準的な契約期間と比較して、短

期に設定されているリスクを提示。 

4. 契約終了条件: 相手方に一方的な解除権が与えられている条

項のリスクを分析。 

3. 導入・定着に向けたアクションプラン 
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ユースケースで示した価値を現実のものとするためには、体系的な導入計画と着実

な実行が不可欠です。本セクションでは、レベル 2'フェーズを成功に導くための具体

的なアクションプランを提示します。 

レベル 2'の狙いと意義の再確認 

まず、本フェーズで達成すべき核心的な狙いを再確認します。 

• セキュリティ担保環境で秘密情報も安全に活用する。 

• 単なる効率化から価値創出領域へと本格参入する。 

• 個別業務での実証から日常業務の一部へと定着させる。 

具体的なアクションプラン 

導入から定着までを、以下の 4 つのステップで進めます。 

1. ベンダー選定と契約締結（期間：1 ヶ月） 

o アクション: 秘密情報を安全に取り扱えるセキュリティ要件を満たす、

知財業務に特化した AI ツールベンダーを選定し、契約を締結します。 

2. 部門代表ユーザー任命（期間：2 週間） 

o アクション: 各チームから 1 名の代表ユーザー（アーリーアダプター）を

選出し、集中的な教育を実施します。彼らが部門内での AI 活用のエ

バンジェリスト（伝道師）となり、成功事例の横展開と実践的なノウハウ

の共有を担うことで、組織全体の変革を加速させます。 

3. 業務フローへの組込み（期間：1 ヶ月） 

o アクション: 既存の業務フローを見直し、本マニュアルで示したユース

ケースを参考に、AI 活用ステップを正式な業務プロセスとして組み込

みます。 

4. 効果測定と報告（期間：四半期ごと） 

o アクション: 各ユースケースの定量効果（時間短縮など）と定性効果

（分析の質向上など）を測定し、定期的に経営層へ報告します。 

PoC から本番導入への詳細フロー 

上記のアクションプランを、より具体的な導入フローに落とし込むと以下のようになり

ます。 

1. 各ユースケースの検証（2 週間 × 4 ユースケース） 
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o 代表ユーザーを中心に、4 つのユースケースそれぞれについて、実際

の業務データ（一部）を用いて有効性を検証します。 

2. 限定ユーザーによる試験運用（1 ヶ月） 

o 代表ユーザーと希望者による限定的なグループで、日常業務での試

験運用を開始し、課題や改善点を洗い出します。 

3. 業務プロセス組込みとマニュアル整備（1 ヶ月） 

o 試験運用で得られたフィードバックを基に、正式な業務プロセスを確定

し、部門内向けの詳細な操作マニュアルを整備します。 

4. 全社展開と定着化（四半期ごとレビュー） 

o 部門全メンバーを対象に利用を拡大します。四半期ごとに利用状況や

効果をレビューし、継続的な改善と活用範囲の拡大を図ります。 

結論：知財戦略の未来を拓くために 

本マニュアルで詳述したレベル 2'「業務適用フェーズ」への移行は、単なる技術導入

に留まりません。それは、知的財産部門が、従来の受動的な保護機能から、事業価

値を能動的に創出するエンジンへとその役割を根本から変革する、極めて重要な戦

略的転換点です。この一歩は、部門がコストセンターからプロフィットセンターへ、そし

て企業の未来を左右する戦略的パートナーへと進化するための、確固たる土台とな

ります。 

生成 AI の活用は、ここで終わりではありません。私たちが今立っているのは、より高

度な活用フェーズへと続く道のりの始まりです。 

レベル 1 (探索・理解) → レベル 2' (業務適用) [現在地] → レベル 3 (戦略統合) → 

レベル 4 (価値創造) 

レベル 2'を確実に定着させた先には、知財情報を全部門の戦略と統合する「レベル

3」、さらには社外のパートナーと連携して新たな価値を創造する「レベル 4」という未

来が待っています。この継続的な進化の旅路において、変化を恐れず、AI を使いこな

す意志が不可欠です。 

本マニュアルが、知財部門のメンバー一人ひとりにとって、未来を拓くための羅針盤と

なることを願っています。今日から、生成 AI の活用を実践し、部門全体の、そして会

社全体の価値向上に貢献していきましょう。 
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